
令和8年5月1日発行 （7）議 会 だ よ り

受益者負担の原則に基づき減免等は行わないこととした。
問支払いが困難となった場合の相談窓口は。
答川越駅西口にある、水の窓口：川越市上下水道料金セ
ンターで受け付けている。
問値上げについて、どう使用者に理解を求めていくのか。
答これまでも市ホームページや上下水道局だよりにおい
て情報発信を行ってきたが、引き続きさまざまな手段を
用いて、理解を得られるよう周知に努めていく。

問今回の大幅な値上げは物価高騰や社会保障費の負担増
で苦しむ市民への影響が大きいことが懸念されるが、ど
のように考えるのか。
答今回の下水道使用料の改定は、使用者に大きな負担を
求めることになるものと十分に認識している。公共下水
道は市民生活の基盤を支える重要なインフラ施設であり、
老朽化の進行や人口減少に伴う使用料収入の減少が見込
まれる中、将来にわたって安全で安心な下水道サービス
を提供する上で使用料の改定は必要なものと考えている。
一層の経営の効率化に努めていくので理解願いたい。

問直営地域クラブ等の活動はどのようなものか。
答直営地域クラブ活動は市と教育委員会が現行の中学校
部活動を地域クラブ活動化する形で設置し、運営するも
のであり、認定地域クラブ活動は地域のクラブチーム等
で、市から認定を受けた地域クラブ活動である。
問地域クラブ活動に必要な用具等の確保は。
答原則として受益者負担となるが、例えば楽器等の新調
や修繕を行う際には、学校備品の使用や受益者負担の在
り方について検討し、活動する環境を整備していきたい
と考えている。

問指定管理者候補者を評価したポイントは何か。
答 候補者が評価された点として、広場を育てる会の設
立・運営の提案、自主事業による本市にこれまでになか
った新たな公園の活用の提案の他、安定した経営状況や
防災面での協力、管理経費縮減の提案等がある。
問指定管理者の業務実施の確認をどのように行うのか。
答指定管理者が提出する報告書や市との定期会議で確認
する他、必要に応じて臨時にモニタリングを実施するこ
とにより、業務内容の適正な履行を確保するとともに、
利用者サービスの質の維持・向上に努める。

議案第16号

初雁自由政令会

学校部活動地域連携・地域移行推進基
金条例の一部改正

議案第17号

公明党
新宿町一丁目広場の指定管理者の指定

問包括外部監査制度の目的は。
答自治体の財務事務の執行や経営に関し、住民の福祉の
増進、最少の経費で最大の効果などの達成を目的とする。
問包括外部監査人候補者の監査の視点は。
答限られた財源の中で行政サービスの質を維持・向上さ
せる、改善提案型監査の考え方で実施する方針である。
問包括外部監査人を弁護士とすることは検討したのか。
答弁護士は法令に基づく監査や適法性などの視点の監査
も期待できるが、財務事務により精通している公認会計
士を包括外部監査人の資格として決定した。

問総合体育館の空調に要する光熱費の負担の考え方は。
答空調利用により増加する費用は、受益者負担の観点か
ら、施設利用者にも一定程度の負担を求めていく必要が
あると認識している。使用料の設定に関しては、公平性
が損なわれないよう、徴収方法を検討していきたい。
問総合体育館の省エネルギー化を今後どう取り組むのか。
答大規模なスポーツ施設では、一般にエネルギー消費が
大きくなるため、環境負荷を低減させる取り組みが重要
と考えている。施設の省エネルギー化に向けて、対応に
要する費用や効果等、調査・研究を行っていきたい。

問本補正予算の特徴は。
答一定額以上の不用額が見込まれる場合の減額や現計予
算では不足する経費を賄うための増額に加え、事業者に
対する物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用
した物価等高騰対策に関する事業費を計上している。
問本補正予算後の財政調整基金の残高はどうなるのか。
答事業の精算等に伴う剰余金などを財源として、財政調
整基金の繰入金全額を繰り戻した他、積立金として４億
2221万円を計上したことから、本補正予算成立後の残高
は約57億5760万６千円を見込んでいる。

問繰越金や余剰金はどのように基金に積み立てられるか。
答予算未計上の繰越金や事業の精算等に伴う剰余金など
の財源の範囲で、各基金において想定される必要な経費
に対し、積立金を計上している。
問仮称汚泥再生処理センター整備事業の継続費の年割額
を変更する理由は。

議案第18号

川越志政会
包括外部監査契約

議案第19号

政策フォーラム

川越運動公園総合体育館メインアリー
ナ等空調設備整備工事請負契約

議案第23号

公明党｜日本共産党
令和７年度一般会計補正予算(第７号)


